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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・北病棟４階診察室のパソコンがログインできなくなり、業者に連絡し本日修理予定となっています。

・SSTの勉強会（佐々木PSW）について、７月２３日(土)へ変更となっています。

・北病棟の部署懇談会は８月３０日(火)の予定です。夜勤・欠席者対象の懇談会は９月１２日(月)の予定となっています。

・自己アピール、役割の入力がまだの方は至急入力して下さい。

・リーダーについた方は、病棟に来た回覧、メールの処理など業務のし忘れが目立ちますので、必ず確認をして行って下さい。

・お盆期間中の患者様の外出泊が分かり次第、栄養チームへ連絡をして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・林　田鶴子様～主治医より７月１６日から３０日までのシンラックの予測指示がでています。

・布施　邦雄様～本日歯科受診をしています。受診前に情報の伝達をするようにして行きましょう。本日はレントゲンのみ。

・三上　勇　様～朝食時に右上奥歯のかぶせていた銀歯がはずれ、本日歯科受診しています。

　　　　　　　　咀嚼、嚥下の状態に注意、観察して行きましょう。

＜ＳＳＴ　評価・検討＞

・今月の目標は『お盆の外出・外泊の依頼の仕方』についてです。7/2は各グループで、電話での依頼や直接依頼をするロールプレイ実施しています。依頼の順序を確認したり、スタッフからヒントをもらいながら行っていました。

・次回は短期目標の確認とウォーミングアップ、ロールプレイとなっています。発表者がいなかったり、消極的な雰囲気の時はスタッフが見本を見せたり、患者様を指名して発表していただきましょう。

・記録を記入する際は、内容を明確に記入しましょう。

＜ナイトプログラム　個別プログラム状況、自治会ミーティング内容検討＞

・自治会にて挙げられた、釘が飛び出している椅子については修理中です。また、他の椅子全てを不備がないか確認しました。

・グループの再編成について検討し、改編する予定となっています。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

· 山田　隆雄様～＃1．買い物時、購入品目が多い。

　　　　　　　　　金銭管理はできているが、パンなど消費期限を見ずに同じ物を複数購入する傾向にあり、引き続き指導し経過を観察して行くこととします。

　　　　　　　　　また、今後施設への入所に向けてご家族との面談を行い、外出泊や施設見学をして行くことをご了解頂くよう進めて行きます。

＜Ｄｒ猪股　ケースカンファレンス・診察＞

・布施　邦雄様～本人より歯痛の訴え聞かれ、７／８（金）に歯科受診を行い、「どこも痛くない」「治療も必要ない」と話され歯科受診終了となりましたが、翌日より右頬が腫脹し、クラビット処方となっています。徐々に腫脹は軽減し、睡眠は十分に取れて気分の高揚さも落ち着いてきています。本日歯科再受診しています。

診察：主治医へ歯科受診し、レントゲン実施していること情報提供しています。本人も「これから本格的に治療を開始するそうです。」と話されています。また、「喉が強烈に渇き、死ぬかと思った。こういうことが続くと発病します。金曜日の日課が多いのでずらしたい。以上です。アドバイスを。」と主治医へ伝えられてます。

・木村　義重様

診察：夜間、消灯後からの日課取り組む迷惑行為に対して注意、指導されたにもかかわらず、再度迷惑行為行ったこと指摘されると、黙って聞います。適宜介入していきましょう。

・伊藤　雄一様～就床時間を遅くし、睡眠時間の調整が順調に進んでいます。引き続き観察して行きましょう。

診察：「２２時に寝て、３時か４時に起床している。でも、起きているのが辛いんです。」

　　　と話され、主治医からはずらす訓練をして行くようアドバイスを受けています。

・沢田　三郎様～パンを購入し持っていることがありました。糖尿病の疑いがあるため、間食の取りすぎに対して指導をして行きましょう。

診察：この１週間１回だけ具合が悪かったがすぐに直った。」と話されています。

また、７月１７日(日)買い物目的の外出許可が出ています。

古川　富蔵様

診察：皮膚科診察で右足底ベンチ腫切削していること主治医へ情報提供しています。

　　　　　　　　本人は「たいした良くなった。」と話されています。また、小遣いの自己管理については「まだ不安がある。」と話され、主治医からはスタッフと話し合うようアドバイス受けています。






















